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びかり！ 

ヮッ という 悲鳴！ 

少し 〔# 「 少し」 は 底本で は 「 少し 匕 間を置いて 

バチンと 鍔 音。 空に は 満月、 地に は 霜。 

切リ仆 したの は 一 人の 武士、 黒の 紋付、 着流し 姿、 

黒頭巾で 顔 を 包んで いる。 お 訛え 通りの 辻 切 仕 立、 

懐中 手 をして 反身に なり、 人なん かァ 殺し ゃァ しませ 

んょ …… といった ように 悠然と 下駄の 歯音 を、 カラ ー 



( 一 ) 捕手が その 夜 は 現れなかった こと。 

(二) 「しまった！」 と 職人が 叫ばなかった こと。 

だが、 それから 数日 経ち、 例の 屋敷の 玄関へ、 例の 

醜男が 現れて、 朱 盆の 有無 をた しかめた の は、 以前と 

全く 同じで あり、 その 応待も 同じであった。 

次ぎの 一 ケ条 だけ は 違って いるが —— 。 

( 一 ) 金 短冊に 書かれて あった 文字が 「我 名 はま だき」 

と あ つたこと である。 

二 



どんな 顔料 を 使いました やら。 塗 も 蒔 も 同じ 手です。 

^ J れも素 晴ら し ゆ う， > j ざい ま す。 私な ど 真似 も 出来 ま 

せん。 だが 作り手 は 知れて います。 日本に 蒔 絵師 は 沢 

山あって も、 これ 程の 物 を 作る 者 は、 染吉の ほかに は 

ございません。 …… ああ 染吉 でございます か？ 谷 中 

の 奥に 住んで おります。 大変な 変人で ございま してね、 

自分で 作った 品物 を、 人手に 渡す のを惜 がるので す。 

で、 仲々 手に入りません。 どんな 大金 を 積んだ ところ 

で、 気に 向かない と 作りません ので、 珍重され ており 

ますよ。 だが 染吉の 作に しても、 これ は 飛切り 上等の 

方で、 一 ^の！； 木 作と 申されましょう。 …… ええと 年 は 



まだ 若く、 二十 八の 独身者で、 それに 醜男で ございま 

すので 女嫌いで 通って おります。 いかに 仕事 は 名人で 

も、 変人の 上に 醜男と きて は、 ご 婦人 方に は 好かれ ま 

せんから な あ。 それ こそ あなた、 顔と 来たら、 疱瘡の 

痕 でメチ ヤメ チヤで」 

これが 蒔 絵師の 挨拶であった。 

「ああ それで は あの 男 だ」 お 縫 様 は 直に 感付いた。 

「朱 盆の 有無し を 確め に 来た あの 男が 染吉 だ」 

そこでお 縫 様い つた ものである。 

「どんなお 望みに でも 応じます。 『思 ひそめし が』 と 

六 文字 を 入れた、 〔# 「、」 は 底本で は 「。匕 この 盆と 



たので。 ああそう です、 お 嬢 様へ …… 思い そめし が！ 

思い そめし が！』 … … お 嬢 様 ど うやら 染吉は 死んで し 

ま いそうで ございま すよ」 

果して 名工 染吉 は、 その後 間もなく 死んで しまい、 

お 縫 様 も 間もなく なくなって 〔# 「なくなって」 は 底本 

では 「なくって 匕 しまった。 なくなる 間際までお 縫 様 

は、 最後の 盆 を ほしがった。 で、 口癖の ようにい つた 

そうで ある。 

「思い そめし が、 思い そめし が」 

「ね、 兄貴、 話と いえば、 ざっとこう いった ものな の 



さ」 

おか っぴき 

話し 終えた 岡引の 半九郎 は、 変に 皮肉に 笑った も 

ので ある。 

「成る 程 〔# 「成る 程」 は 底本で は 「成る 程 ご〕」 といつ 

たの は 岡 八で ある。 

「大して 面白い 話で もない な」 

「どうして だい、 面白い じゃァ ないか」 

「古い ありきたりの 因果 物語り さ」 

「そうば かり もい われない よ、 遺跡が のこって いるの 

だからな」 

「おおお 縫 様の 屋敷 跡 か」 



家 は 動乱の 極、 江戸 市中な ど は 物情騒然、 辻 切、 押 借 

〔# 「辻 切、 押 借」 は 底本で は 「辻 切 押 借」 r 放火、 強盗、 

等、 々、 々といった ような、 あらゆる 罪悪 は 行われて 

いたが、 岡 八の ぶっかった 難事 件の ような そんな 事件 

は 珍しかった。 

「さらわれた 先 をい わない というの が、 何より 変梃で 

〔# 「変梃で」 は 底本で は 「変 挺で 匕 見当が つかない」 

全く 見当が つかなかった。 

で、 この 日頃 ムシ ャ クシ ャ していた。 

そんな 気 も 知らずに 半九郎 奴、 十 年 前の 古事 件、 お 

縫 様 屋敷の 物語り を、 面白 くもなく、 しゃ ベリ 立て 謎 



「へい、 そり ゃァ まあ、 旦那の ことです から」 

こういいながら も 笑って いる。 相手に しないと いう 

恰好で ある。 当然 かも 知れない。 この 時 岡 八、 普段着 

とうざん はんてん 

の 姿で やって来た。 唐桟の 半纏と いう やつで ある。 そ 

うして 口調 は 伝法 だ。 だが、 もし 主人の 眼が 利いて、 

その 懐中に 取 網が あり、 朱 総の 十手が あると 知ったら、 

丁寧な 物い い をした だろう。 まして 岡 八と 感づ いたら 

〔# 「感づいたら」 は 底本で は 「感ずいたら 匕、 茶ぐ らい 出 

したに 相違ない。 

年が 三十 五で 小作りで、 むしろ 痩ぎ すの 岡 八 は、 決 

して 堂々 たる 仁 態ではなかった。 



「それ は 一 体 どういう 訳 だ？」 

「すべて 数寄 者と いう 者 は、 箔の ついた もの を 好み ま 

すから な」 教える 〔# 「教える」 は 底本で は 「数える 匕 よ 

うな 態度で ある。 

「箔 にもより けり、 縁起で もね ぇ箔 だ」 

「当今 死に 絵 さえ、 はやって おります」 

「うん、 成程」 と、 又 参った。 

「こいつ ァ 初手から 駄目ら しい ぞ」 岡 八 しょげざる を 

得なかった。 「ぼた 餅 は 棚に はなかった よ」 

あきらめて 立とうと した 時で ある。 一 人の 女が 這 

入って 来た。 



「馬鹿にし ゃァ がる！ 一体 何んだ！」 心で 毒 吐いた 

ものである。 「みなりが 悪い とこん な 目に会う。 百 五 

十両 だと 吹つ かけて 置いて、 二十 五両 だってい や あが 

る。 ない といいながら 三枚が ところ、 心 あたりが ある 

というち きしょう 本当に 張り倒して やる かな。 …… そ 

うはい つても 俺の 手に は、 二十 五両 でも 這 入りそう も 

〔# 「這 入りそう も」 は 底本で は 「遍 入りそう も 匕 ない な あ 

…… それにしても 一体 あの 女、 何んで 染吉の 朱 盆ば か 

リ、 そんなに も 沢山 ほしが るんだろう？」 

フラリ と 岡 八 往来へ 出た。 すぐ 眼の 前 を 女が 行く。 

尾行る という 気 もなかつ たが、 矢っ張り 後 をつ けて 



岡 八 眩いた ものである。 「よし、 こうな りゃァ この 

女の 住居。 どんな こと をしても 突き止め なけり ゃァな 

ら ねえ」 

その 時 女が 歩き 出した。 

足早に 歩いて 行く ところ を 見る と、 いよいよ 家へ 帰 

るら しい。 

上野 山 下まで 来た 時には、 すでに 宵 を 過ごして いた。 

足に 自 ie が あると 見え、 女 は 駕籠へ 乗ろうと さえし な 



藪の 底まで 来た 時であった。 岡 八、 何 かに 躓いた。 

たじろいた 所 〔# 「たじろいた 所」 は ママ U を 人間の 手が、 

グイと 首 根 ツ子 を 抑えつ けた。 

ギヨ ッと はした がそ こ は 岡引、 ス ルリと 抜ける と 前 

へ 飛んだ。 

「どいつ だ」 と 叫んだ ものである。 

もちろん 姿 は 見えなかった。 しかし 商売柄 感覚で わ 

かる、 たしかに 五、 六 人の 男が いる。 じっと、 こちら 

を 狙って いる。 

「とうとう こいつえ らい ことにな つた ぞ」 懐中へ 手 を 

やる とス ルリと 十手、 引出して 頭上へ 振 上げた —— 来 



眉間 を撲 つた。 

「むつ」 というう めき！ 倒れる 音！ 後はシ ー ンと 

静かで ある。 

岡 八 ソロ リと 位置 を 変えた。 

「鳥渡 手強い」 とつぶ やく 声、 闇の 中から 聞え て 来た。 

例の 濁った 不快の 声 だ。 

と 又 一 人 飛び込んで 来た。 

全く 同じ 手、 ガンと 一つ！ 岡 八、 相手の 眉間 を撲っ 

た。 

「むつ」 というう めき！ これ も 同じ だ、 ぶつ 倒れる 

音！ これ も 同じ だ。 「二 匹 どうやら 片 づけた 〔# 「片 



れ では 勝 目 はなさそう であ つ た。 

「困った な、 仕方が ねえ、 勿体ね えが 名乗って やろう」 

そこで 吒咜 した ものである。 

「やい、 手前 達、 途法 もね え 馬鹿 だ ！ 俺 を 誰 だと 思 つ 

ている！ 皆 川 町の 岡 八 だ ぞ！」 

果然 〔# 「果然」 は 底本で は 「果燃 匕 こいつ は 効果が 

あった。 

「え ッ」 という 声が 先ず 聞え 「しまった！」 という 声 

がすぐ 聞え た。 

「お逃げよ！」 と 続いて 女の 声が した。 

と、 バタ バタと 足音が して、 後はシ ー ンだ、 静かな 



もの だ。 

「よし」 というと 岡引の 岡 八、 ピ タリと 地面へ 腹這い 

になった。 「根 岸の 方へ 逃げ やが つた。 ふふん」 とい 

うと ヒョィ と 立った。 「いよいよ これで 見当が ついた」 

ジ メジ メと 肌が 汗ばんで いる。 カツ カツと 頭が 燃え 

ている。 胸の 動悸 も 相当 高い。 

「闇 討ちだった から 驚いた のさ。 …… 闇 討 をす る もの 

は 岡引 だと、 昔から 相場が 決まって いるのに、 今夜 は 

そいつが 逆だった からな あ。 …… さあて、 これから ど 

うした もの だ？ まんが 悪い から ひつ 返す かな？ そ 

うして 死 絵 を 調べ ると する か 9 だが どうも これ 



寮 構え だが 大きな 屋敷 だ。 無住で 手入れが 届かない と 

見え、 随分 あちこち 破損して いる、 植込 など は 荒れて 

いる。 屋敷の 周囲に は 雑草が 生え 冬 だから 狐色に 枯れ 

ている。 うっかり 歩く と 足にから む。 三尺 ももつ とも 

丈 延びて いる。 

これが 名高い お 縫 様 屋敷 だ。 

そこへ やって来た 男が ある。 他なら ぬ 岡引の 岡 八 だ _ 

星空の 下に 佇んで、 見上げ 見下ろした ものである。 

それから 忍びやかに 動き 廻った。 

岡引の 探偵 法、 今 も 昔 も 大差ない。 塀へ 横 ッ面を 

おつ 付けた の は、 家内の 様子 を 窺った ので ある。 地面 



込んだ、 「帰って 若い の を つれて 来る かな？」 煙管が 地 

面へ 落ちた のさえ、 気づかない 程に 考え込んだ。 「と 

はいえ 一応 中味 も 見ずに、 食らいつ くこと も 出来ない 

からな あ。 …… 矢っ張り 〔# 「矢っ張り」 は 底本で は 「失つ 

張り 匕 思い切って 忍び込んで やれ。 …… だが 俺 は 先刻 

名乗つ たんだ からな あ。 彼奴 等 用心 をして いるか もし 

れ ねえ。 …… とそ こまで 取 越 苦労 をしたら 仕事なん か 

出来ね えとい うこと になる。 …… という ものの 薄ッ気 

味が 悪い！ 普通の 悪党 じ ゃァな いんだ からな あ。 … 

…などと いってい ると 夜が 明ける。 …… かまう もの か 

忍び込んで やれ！」 



塀に ピ ヅ タリ 体 をつ けさ つ と 捕緦を 忍び 返しに かけ 

て 〔# 「かけて」 は 底本で は 「かけた 匕 ス ルス ルス ルス ル 

とよ じ 上った。 と、 もう 姿が 見え なくなった。 岡 八、 

屋敷へ 忍び込ん だので ある。 

その 翌日の ことで ある。 

「兄貴 家 かえ」 とやって 来たの は、 他なら ぬ 岡引の 半 

九郎 であった。 

「昨日 出た きり 帰らない よ」 

こういつ たの は 岡 八の 女房、 鳥渡 仇め いた 女で ある。 

「兄貴と しちや ァ 珍しい ね」 



「こんな ことめ つた にないん だが ねえ」 

ぉ吉 いよいよ 心配そう である。 

「そうだ 実際お 上の ご用で、 遠ッ 走り をす る 時の 外 は、 

決して 泊って 来ね えの が、 岡 八 兄貴の いい 所でした ね。 

…… ふうむ、 こいつ ァ 変梃 だぞ 〔# 「変梃 だぞ」 は 底本で 

は 「変 挺だぞ 匕」 腕 を こまぬ いた ものである。 

八 

これから 半 九郎の 活動になる。 

道 を あるきながら 考え込んで しま つ た。 



「俺が ああい う 話 をした。 それで 兄貴が 飛び出した。 

そうして ニ晚も 帰って来ない。 といって 真面目な あの 

兄貴、 岡場所に ひっかかる 害 もない。 遠ッ 走り をした 

のなら、 あの 仲の いいお 吉 姐御に あらかじめ 話して 行 

く 害 だ。 ふうん、 ふうん、 解ら ねえな あ」 

どうに も 見当が つかなかった。 

「何んだ か 〔# 「「何んだ か」 は 底本で は 「何んだ か 匕 俺 

に は 厭な 気がする よ。 変事で も あり ゃァ しない かな？ 

兄貴の こと だ、 大丈夫だろう が 名人の 手から だ つ て 水 

は 洩れる。 —— どだい 俺等の 話 を 聞いて、 飛 出して 

行った という やつが、 その 名人の 水 洩れ だからな あ。 



で、 こいつ は 投げ出す ことにした。 

「さて この 外に は どこ へ 行くな？」 

雲を摑 むようで わからない。 

「こまった な、 本当に こまった。 …… だが …… 」 

というと 考え込んだ。 

「だが 矢つ ばり 筋道 をた ぐろう。 お 縫 様 屋敷へ 行って 

みょう。 何 か 手がかりが 目つ かる かもしれ ねえ」 

半 九郎ス タス タ あるき 出した。 

上野 を 廻る と 上 根 岸、 お 縫 様 屋敷の 前まで 来た。 

冬 陽が 黒 塀に あたって いる。 あれに あれた 屋敷で あ 

る。 Hi 根楝 に^がと まっている。 生物と いえば それ 



だけで ある。 カラ ッと 四方 吹き さらしで ある。 一 軒の 

家 も 附近に はない。 

「矢っ張り 空 家 さ。 何が ある もの か」 

眩いた が 半九郎 念のため だ、 グ ルリと 屋敷 を 巡り 出 

した。 

「おつ」 

と 俄に 立ち どまった の は 〔# 「立ち どまった の は」 は 底 

本で は 「立ちと まった の は 匕、 雑草の 中に 見覚えの ある 

岡 八の 銀 口の 太 煙管が 一 本 ころがって いたから であつ 

た。 

拾い上げ たが じっと見た。 



「別に 変わった こ ともねえ。 ただこい つで 解る こと は、 

矢っ張り 兄貴が お 縫 様 屋敷へ、 さぐりに 来たと いう こ 

とだけ さ。 いや 待てよ！」 

と ギヨ ッ とした。 

「あ ッ、 いけね え、 こんな 害ァ ねえ！」 音に 出して 叫 

ん だもので ある。 「あのお ちついた 岡 八 兄貴、 たとえ 

どんなに あわてようと、 煙管 を 落として 行く 害 はねえ。 

…… にもかかわらず 落ちて いる …… という ことで あつ 

て みれば、 大事 件が あつたと 見なければ ならね え。 … 

…うん、 ここに ほごが ある。 …… うん 枯 草が 敷かれて 

いる。 …… 休んで 一 服し たんだな 9 さあて それ 



難事 件、 いい 若い者が 姿 を かくし、 帰って来 ると 衰死 

してし まう、 こい つに 宛て はめたら どうだろう とな？ 

どこかに 悪い 奴が 屯して いて、 人間の 生血 を、 絞 るん 

じゃァ ないかな 9 で 俺 は 出かけた つても のさ。 

染吉の 朱 盆 を 手に入れて みょう、 そうして そいつ を 蘭 

医に でも 頼んで、 血が 雑って いるか 雑って いない か、 

真ッ 先に 調べ て 貰う ことにしよう。 朱 盆 さて 古道具屋 

へ 行って みたが、 思うよう に 手に入ら ねえ。 数が 少な 

くて 高 いんだ。 と- J ろが どうだろう 凄 い ような 美人が、 

俺等の 邪魔で もす るよう に、 先 廻り をして 買い占める 

じゃァ ねえ かそう だよ 染吉の 朱 盆 をな、 こいつ 怪しい 



と 思った ので 俺等 ドン ドン 後 をつ けて みた。 すると 今 

度 は その 女が 植甚の 店先へ 立つ じゃァ ねえ か！ 知つ 

ている だろう が 卸問屋 だ。 うん 有名な 錦絵の な。 とこ 

ろが 一枚 死 絵が あった。 それが 〔# 「あった。 それが」 

は 底本で は 「あった それが」〕 素晴らしい 出来 栄 なの だ。 

わけても 〔# 「出来 栄 なの だ。 わけても」 は 底本で は 

「出来 栄 なの だ わけても」〕 紫色が 素晴らしかった。 

解った 〔# 「素晴らしかった。 解った」 は 底本で は 「素 

晴らしかった 解った」〕 と 俺 は 手を拍 とうとし たよ！ 

あの 紫色 は 血で 描いた もの だ！ 血と いう 奴ァ はじめ 

は 赤い。 それから 〔# 「赤い。 それから」 は 底本で は 



マ ン の 無数の 吸珠— だが 本当にい い 気持 だ つ た。 

血が ドン ドン 吸い取られる。 素っ裸の 女が 踊 リを踊 

る！ 自然 自然に 眠くなる— 一 人が 一 一十 回 もや 

られ るんだ とよ！ 俺等 二度 目をやられ かけた 時、 半 

九、 お前 達が 来たっても のさ！ 馬鹿な 野郎 だ、 なぜ 

来たんだ い！ 地獄 じゃァ ねえ 極楽だった のに！ … 

…だが 随分お 前 達、 彼奴 等 を 相手に 戦った な あ。 その 

揚句 地下道から 逃げられ やが つた！ え、 大将 を 捕ま 

えたと？ ムダな こと をした もの さ— 俺等もう 

一 度 あそこへ 〔# 「あそこへ」 は 底本で は 「あそこ 棲 匕 行 

きて え」 



な あ。 百人一首 を 蒔絵に する、 有 勝の ことで 不思議 は 

ないや。 だが 染吉は その 偶然 を、 旨く 利用した ものと 

解す るんだ な あ。 しかし 最後の 一枚に なって、 すつ か 

りへ こたれ て しまったの は、 …… こいつ だけ は 二通 リ 

に 解釈 出来る。 恋病で 衰死 をし、 製造す る ことが 〔# 

「製造す る ことが」 は 底本で は 「製造す る ここと が 匕 出来な 

かった と、 こう 解釈 をしても いいし、 もし 染吉の 作つ 

まざ 

た 朱 盆に、 ひょっと 人の 血が 雑って でもい るなら、 染 

吉 自身の 血 だとして、 あんまり 生血 を 絞つ たんで、 衰 

えて 死んだ としても いい。 …… 兎に角 ほんと に 染吉と 

いう 奴 は、 わけの わからない 衰死 病で、 若 死した とい 
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われる 箇所 は 上記 テキストに 基づいて 修正し、 入力 者 

注 を 付して おきました。 

※ 「いわれません よ」 主人 例によって」 は 底本で は 「主 

人」 の 前で 改行し、 「主人 例によって」 の 段落が 天 付き 

になって いました が、 「くらしつ く 時代小説 S 国 枝 
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で 底本 通りと し、 ママ 注記 を 付けました。 
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※ 「綺麗」 と 「奇麗」 の 混在 は 底本 通りに しました。 
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